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一 般 選 抜 試 験 問 題 
 

 

国  語 

 

 

（60 分） 
 

（100 点） 

 

 

 

注 意 事 項 
 

１． 試験開始の指示があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。 

２． 工学部は，国語・英語のいずれか 1 教科を選択，感性デザイン学部

は，国語・英語・数学の中から２教科を選択して解答しなさい。 

３． 問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁等がある場合は，手を

挙げて試験監督者に知らせなさい。 

４． 筆記用具は，黒鉛筆または黒のシャープペンシルに限ります。 

５． 解答用紙に受験番号を記入しなさい。 

６． 解答は，必ず解答用紙の指定された箇所に記入しなさい。 

７． 試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。 

 

  前期（２月２日）用  
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国語 

 

第
1
問 

次
の
⑴
～
⑸
の
傍
線
を
引
い
た
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
を
漢
字
に
直
し
、
解
答
欄
に
記
せ
。
（
配
点 

10
） 

 

⑴ 

こ
こ
で
会
う
の
も
何
か
の
イ
ン
ネ
ン
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。 

⑵ 

柔
道
の
大
会
で
実
力
を
コ
ジ
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑶ 
事
の
顚て

ん

末
を
コ
ク
メ
イ
に
記
録
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

⑷ 

ビ
ン
ジ
ョ
ウ
値
上
げ
は
許
さ
れ
な
い
。 

 
 

⑸ 

満
場
に
な
る
の
に
ま
だ
ジ
ャ
ッ
カ
ン
の
余
裕
が
あ
る
。 

 

第
2
問 

次
の
⑴
～
⑸
の
傍
線
を
引
い
た
カ
タ
カ
ナ
の
部
分
を
あ
ら
わ
す
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
～
エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選

び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。
（
配
点 

5
） 

  

⑴ 

街
の
発
展
を
ム
ソ
ウ
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア 

無
双 

 
 

イ 

夢
想 

 
 

ウ 

無
想 

 
 

エ 

無
窓 

 

 

⑵ 

疲
れ
て
深
い
眠
り
に
ツ
く
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア 

付 
 

 
 

イ 

尽 
 

 
 

ウ 

突 
 

 
 

エ 

就 

 

⑶ 

こ
の
タ
ン
カ
ー
の
ハ
イ
ス
イ
量
は
十
万
ト
ン
あ
る
。 

 
 

ア 

背
水 

 
 

イ 

配
水 

 
 

ウ 

排
水 

 
 

エ 

廃
水 

 

 

⑷ 

不
利
な
形
勢
か
ら
ハ
ン
コ
ウ
に
転
ず
る
。 

 
 

 
 

 
 

ア 

反
抗 

 
 

イ 

反
攻 

 
 

ウ 

犯
行 

 
 

エ 

版
行 

 
 

 

⑸ 

彼
は
一
度
の
演
説
で
ジ
ン
シ
ン
を
掌
握
す
る
。 

 
 

 
 

ア 

人
心 

 
 

イ 

人
臣 

 
 

ウ 

深
心 

 
 

エ 

仁
心 

 

 

第
3
問 

次
の
⑴
～
⑸
の
意
味
に
あ
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
～
ウ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄

に
記
せ
。
（
配
点 

5
） 

 

 

⑴ 

あ
る
こ
と
を
さ
せ
よ
う
と
お
ど
し
つ
け
る
こ
と 

 
 

 
 

ア 

圧
迫 

 
 

イ 

強
迫 

 
 

ウ 

脅
迫 

 

⑵ 
 

氏
名
や
地
位
・
職
業
な
ど
を
い
つ
わ
っ
て
言
う
こ
と 

 
 

ア 

偽
称 

 
 

イ 

偽
証 

 
 

ウ 

詐
偽 

 
 

⑶ 
 

過
ぎ
去
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 

ア 

懐
古 

 
 

イ 

回
顧 

 
 

ウ 

想
起 
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国語 

⑷ 
 

処
世
上
の
手
本
と
す
べ
き
内
容
を
持
つ
優
れ
た
こ
と
ば 

 

ア 

金
言 

 
 

イ 

助
言 

 
 

ウ 

提
言 

 

⑸ 
 

社
会
や
人
の
役
に
立
つ
こ
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ア 

協
力 

 
 

イ 

援
助 

 
 

ウ 

寄
与 

 
 

 
第
4
問 

次
の
⑴
～
⑷
の
傍
線
部
の
読
み
方
を
解
答
欄
に
記
せ
。
（
配
点 

8
） 

 
 

⑴ 

調
査
の
結
果
は
蓋
然
性
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
。 

 
 

 
 

⑵ 

そ
の
訃
報
は
全
国
民
を
驚
か
せ
た
。 

⑶ 

我
々
は
真
実
を
喝
破
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

⑷ 

僅
か
な
望
み
に
賭
け
て
勝
負
に
出
た
。 

 

第
5
問 

次
の
⑴
～
⑸
の
四
字
熟
語
の 

 
 

 

に
入
る
漢
字
一
字
を
解
答
欄
に
記
せ
。
（
配
点 

5
） 

 

⑴ 

主 
 

 
 

転
倒 

 

⑵ 

明
鏡
止 

 
 

 
 

⑶ 

徹
頭
徹 

 
 

 
 

⑷ 

鶏 
 

 
 

狗
盗 

 

⑸ 

自 
 

 
 

撞
着 

 第
6
問 

次
の
⑴
～
⑸
の 
 

 
 

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
～
エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記

せ
。
（
配
点 

5
） 

 

 

⑴ 

主
人
の
目
を 

 
 

 

金
を
盗
ん
だ
。 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

ア 

凝
ら
し
て 

イ 

か
け
て 

 

ウ 

か
す
め
て 

エ 

輝
か
せ
て 

⑵ 

彼
の
意
見
は
会
議
に 

 
 

 

を
投
じ
た
。 

 
 

 
 

 
 

ア 

一
夕 

 
 

イ 

一
石 

 
 

ウ 

一
席 

 
 

エ 

一
隻 

⑶ 

定
年
後
、
母
は 

 
 

 

の
手
習
い
で
ピ
ア
ノ
を
始
め
た
。 

ア 
朝 

 
 

 

イ 

晩
年 

 
 

ウ 

師
匠 

 
 

エ 

六
十 

⑷ 

い
ず
れ 

 
 

 

に
物
を
見
せ
て
や
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

ア 

目 
 

 
 

イ 

口 
 

 
 

ウ 

手 
 

 
 

エ 

腕 

⑸ 
 

 
 

を
つ
い
て
ば
か
り
で
は
嫌
わ
れ
る
よ
。 

 
 

 
 

 

ア 

難
癖 

 
 

イ 

悪
態 

 
 

ウ 

屁
理
屈 

 

エ 

杖 
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国語 

 

第
7
問 

次
の
⑴
～
⑷
の
語
句
の
反
対
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
ア
～
ク
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
、
解
答
欄
に
記
せ
。
（
配
点 

4
） 

 
 

⑴ 

栄
達 

― 
 

 
 

 

⑵ 

停
滞 

― 
 

 
 

息 
 

 
 

 
 

⑶ 
強
靭 

― 
 

 
 

 

⑷ 

暴
露 

― 
 

 
 

息 
 

 

  

第
8
問 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。
た
だ
し
、
出
題
の
都
合
上
、
文
章
を
一
部
変
更
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
（
配
点 

8
） 

 

み
な
さ
ん
は
、
プ
レ
ゼ
ン
の
資
料
を
つ
く
る
と
き
に
、
ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
で
資
料
を
つ
く
る
と
思

い
ま
す
が
、
資
料
に
載
せ
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
図
か
表
か
グ
ラ
フ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
画
面
に
長
々
と
文
章
を
書
く
人
は

あ
ま
り
い
な
い
で
し
ょ
う
。
で
き
る
だ
け
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
図
や
表
を
載
せ
て
、
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
つ
く
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。 

私
も
、
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
つ
く
る
と
き
に
は
、
図
や
表
を
中
心
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
と
き
の
自
分
の
経
験
か
ら
す
る
と
、
図
や
表
が
完
成
し
た

と
き
に
は
、
自
然
に
頭
の
中
に
文
章
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。「
ど
ん
な
言
葉
で
説
明
し
よ
う
か
な
？
」
と
考
え
な
く
て
も
、
図
表

が
出
来
上
が
れ
ば
、
頭
の
中
に
説
明
文
が
自
然
に
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。 

要
す
る
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
主
体
は
、
図
表
で
あ
っ
て
、
言
葉
は
つ
け
足
し
の
よ
う
な
感
じ
で
す
。 

実
際
、
プ
レ
ゼ
ン
の
場
で
、
聞
き
手
に
伝
え
た

い
エ
ッ
セ
ン
ス
は
、
資
料
に
書
か
れ
た
図
表
部
分
で
す
。
資
料
の
図
表
を
、
聞
き
手
の
脳
の
中
に
受
け
入
れ
て
も
ら
う
た
め
に
、
言
葉
を
使
っ
て
あ
れ
こ

れ
と
補
足
説
明
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
す
。 

逆
に
、
私
た
ち
が
聞
き
手
の
場
合
、
プ
レ
ゼ
ン
資
料
に
書
か
れ
た
図
表
が
頭
の
中
に
す
ん
な
り
と
入
っ
て
き
た
と
き
が
、「
分
か
っ
た
！
」
と
感
じ
る

瞬
間
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

つ
ま
り
、
私
た
ち
は
情
報
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
、
言
葉
と
し
て
で
は
な
く
、 

図
表
と
し
て
頭
の
中
に
貯
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

具
体
的
な
例
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

ア 

進
取 
 

 

イ 

進
捗 

 
 

ウ 

脆
弱 

 
 

エ 

零
落 

 
 

オ 

寡
黙 

 
 

カ 

遵
法 

 
 

キ 

隠
蔽 

 
 

ク 

騰
貴 

20210202
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国語 

【
文
章
例
】 

  

           

文
章
を
読
ん
で
も
、
き
っ
と
頭
の
中
に
、
う
ま
く
入
っ
て
こ
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
表
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
情
報
の
内
容

は
明
確
に
な
り
、
頭
の
中
に
も
入
り
や
す
く
な
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に 

【
文
章
例
】
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は
、
簡
単
な
表
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

（
出
典 
藤
沢
晃
治
著
『
理
解
す
る
技
術 

情
報
の
本
質
が
分
か
る
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
） 

 問 

傍
線
部
「
次
の
よ
う
な
表
」
を
次
に
示
し
た
。
表
中
の
空
欄 

〔 

Ａ 

〕 
～
〔 

Ｄ 

〕
に
入
る
語
句
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
本
文
中
か

ら
抜
き
出
し
て
答
え
よ
。
同
じ
記
号
の
空
欄
に
は
、
同
じ
言
葉
が
入
る
。
ま
た
、
表
中
に
記
載
さ
れ
て
い
る
〇
は
合
法
、
×
は
違
法
を
表
す
。 

 

二
〇
〇
二
年
七
月
に
制
定
さ
れ
た
「
健
康
増
進
法
」
と
い
う
法
律
が
二
〇
〇
三
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
が
、
他

人
の
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
を
「
受
動
喫
煙
」
と
い
う
。
こ
の
法
律
の
第
五
章
・
第
二
節
・
第
二
五
条
は
、
公
的
施
設
の
管
理
者
に
対
し
、

そ
の
施
設
で
の
受
動
喫
煙
の
発
生
を
禁
じ
て
い
る
。
喫
煙
者
だ
け
で
は
な
く
、
受
動
喫
煙
者
で
も
肺
癌
発
病
率
や
妊
婦
の
奇
形
児
出
産
率
が
高
い
こ

と
が
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
公
的
施
設
と
は
、
学
校
、
体
育
館
、
病
院
、
劇
場
、
観
覧
場
、
宿
泊
施
設
、

集
会
場
、
展
示
場
、
百
貨
店
、
事
務
所
、
官
公
庁
施
設
、
飲
食
店
、
ま
た
は
そ
の
他
、
多
数
の
人
が
利
用
す
る
公
的
施
設
を
い
う
。
禁
煙
席
と
喫
煙
席

に
分
け
た
だ
け
で
、
禁
煙
席
に
た
ば
こ
の
煙
が
流
れ
て
く
る
状
態
の
こ
と
を
不
完
全
分
煙
と
い
う
。
ま
た
、
同
じ
く
、
禁
煙
席
と
喫
煙
席
に
分
け
た

だ
け
で
、
非
喫
煙
者
も
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
出
入
り
口
、
通
路
、
ト
イ
レ
、
レ
ジ
な
ど
で
受
動
喫
煙
が
起
こ
る
状
態
も
不
完
全
分
煙
と
い
う
。
従

来
、
こ
う
し
た
不
完
全
分
煙
は
、
違
法
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
三
年
五
月
以
降
、
こ
う
し
た
不
完
全
分
煙
の
状
態
で
営
業
す
る
こ
と
は
、

非
喫
煙
者
に
有
害
物
質
を
吸
わ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
違
法
行
為
と
な
っ
た
。
非
喫
煙
者
に
一
切
の
受
動
喫
煙
を
さ
せ
な
い
分
離
状
態
を
完
全
分
煙
と

い
う
。
完
全
分
煙
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
以
降
も
合
法
と
な
る
。
ま
た
、
も
ち
ろ
ん
、
完
全
禁
煙
も
合
法
で
あ
る
。
違
法
状
態
を
放
置
し
て
い
る
公
的

施
設
管
理
者
は
、
順
法
を
求
め
る
非
喫
煙
者
か
ら
の
民
事
訴
訟
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
訴
訟
に
至
ら
ず
と
も
、
同
法
に
す
ば
や
く
対
応
し

た
優
良
企
業
を
除
い
て
、
承
知
の
上
で
有
毒
物
質
を
顧
客
に
吸
わ
せ
続
け
て
い
る
企
業
な
ど
は
、
社
会
的
、
道
義
的
責
任
を
追
及
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

20210202
4
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第
9
問 

次
の
文
章
は
、
井
上
史
雄
著
『
新
・
敬
語
論 

な
ぜ
「
乱
れ
る
」
の
か
』
の
一
節
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
1
～
10
）
に

答
え
よ
。
た
だ
し
、
出
題
の
都
合
上
、
文
章
を
一
部
変
更
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
（
配
点 

50
） 

  

こ
の
章
で
は
、
現
代
敬
語
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
に
つ
い
て
述
べ
る
。
自
由
闊
達

か

っ

た

つ

に
多
彩
な
敬
語
を
使
い
こ
な
す
の
で
な
く
、
現
場
で
必
要
な
限
ら
れ
た

表
現
だ
け
を
身
に
つ
け
る
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
⑴

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
は
、
経
済
効
率
の
い
い
教
育
法
で
あ
る
が
、
実
際
の
使
用
例
は
、
従
来
な
か
っ
た

新
し
い
こ
と
ば
づ
か
い
を
含
ん
で
お
り
、
議
論
が
わ
き
起
こ
る
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
接
客
業
だ
け
で
な
く
、
世
間
一
般
に
使
わ
れ

る
言
い
方
も
あ
る
。
し
か
し
発
生
の
原
因
を
探
る
と
、
説
明
可
能
で
、
将
来
広
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
と
ば
の
乱
れ
と
言
わ
れ
る
現
象
は
言

語
変
化
な
の
だ
と
い
う
論
を
、
ａ

ホ
キ
ョ
ウ
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
第
５
章
で
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
を
手
が
か
り
に
、
敬
語
の
現
状
に
つ
い
て
考
え
る
。
近
頃
世
で
騒
が
れ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
は
、
社
会
人
、
会

社
人
に
な
る
前
の
段
階
の
、
形
式
化
さ
れ
た
敬
語
使
用
で
あ
る
。
第
４
章
ま
で
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
問
題
敬
語
と
さ
れ
る
現
象
は
多
い
の
で
、
個
人
が
採

否
を
判
断
す
る
よ
り
は
、
ど
こ
か
で
ま
と
め
て
一
つ
に
決
め
る
ほ
う
が
い
い
。
こ
れ
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
発
達
の
理
由
で
あ
る
。 

 

一
部
の
職
種
で
は
接
客
用
語
な
ど
を
徹
底
的
に
訓
練
す
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
の
一
種
で
、
応
用
の
ｂ

キ
か
な
い
表
現
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し

３ ２ １ 

 

〔 

Ｃ 
〕
（
〔 

Ｄ 

〕
あ
り
） 

〔 
Ｂ 

〕
（
〔 

Ｄ 

〕
な
し
） 

〔 

Ａ 

〕 

 

× 〇 〇 

新
法
発
効
後 

〇 〇 〇 

新
法
発
効
前 

20210202
5



 
 
 

国語 

入
社
以
降
、
敬
語
の
訓
練
が
行
わ
れ
な
い
職
場
が
あ
り
、
現
場
で
先
輩
の
指
導
を
受
け
る
程
度
の
こ
と
が
多
い
。
結
局
は
日
本
語
敬
語
の
衰
退
に
結
び

つ
く
。 

「
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
」
は
「
バ
イ
ト
敬
語
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
で
よ
く
使
わ
れ
、
語
源
ど
お
り
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ト
（
便
利
）
な
敬
語
な
の
で

「
コ
ン
ビ
ニ
敬
語
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
同
列
に
置
か
れ
る
の
が
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
、
コ
ン
ビ
ニ
な
の
で
、
ま
と
め
て

「
フ
ァ
ミ
コ
ン
敬
語
」
と
も
言
わ
れ
る
。 

 

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
に
は
そ
れ
な
り
の
経
済
性
が
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
広
が
っ
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
は
、
訓
練
の
投
資
・
費
用
の
わ
り
に
売
り

上
げ
や
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
効
果
の
大
き
い
、
コ
ス
ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
高
い
こ
と
ば
づ
か
い
な
の
だ
。
最
低
限
の
サ
バ
イ
バ
ル
の
敬
語
で
も
あ
る
。

敬
語
を
習
得
し
て
い
な
い
新
卒
者
ま
た
は
臨
時
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
外
国
人
の
ア
ル
バ
イ
タ
ー
の
た
め
に
は
効
率
的
で
あ
る
。
高
校
生
は
先
生
や
上
級
生

に
も
尊
敬
語
を
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
。
丁
寧
語
「
で
す
ま
す
」
を
使
う
程
度
で
あ
る
。
そ
ん
な
若
者
に
、
現
場
で
実
際
に
必
要
と
さ
れ
る
最
低
限
の
敬
語

表
現
を
教
え
る
。
は
じ
め
は
基
本
的
な
型
か
ら
身
に
つ
け
さ
せ
、
そ
の
後
場
面
を
広
げ
て
応
用
さ
せ
る
、
と
い
う
仕
組
み
で
、
ス
ポ
ー
ツ
と
同
じ
だ
。 

 

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
は
、
ｃ

シ
キ
シ
ャ
の
非
難
・
批
判
を
受
け
る
。
従
来
に
な
い
言
い
回
し
を
含
む
の
で
、
世
の
中
で
騒
が
れ
、
間
違
っ
た
敬
語
と
し
て

非
難
さ
れ
る
。
「
○
○
の
ほ
う
」
「
○
○
円
に
な
り
ま
す
」
の
よ
う
な
、
耳
慣
れ
な
い
表
現
が
ｄ

ヒ
ョ
ウ
テ
キ
に
な
る
。
実
際
に
は
世
間
一
般
に
広
が
っ

た
言
い
方
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
濡
れ
衣
と
も
言
え
る
。
⑵

し
か
し
広
が
る
か
ら
に
は
心
理
的
理
由
が
あ
る
。
新
し
い
言
い
方
の
進
出
の
背
景
に
は
、
と

ら
え
方
、
つ
ま
り
心
理
の
変
化
が
あ
る
。 

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
の
実
例
は
、
学
校
の
文
法
で
習
う
よ
う
な
「
敬
語
」
で
は
説
明
で
き
な
い
。
丸
覚
え
し
な
い
と
い
け
な
い
よ
う
な
長
い
表
現
を
、
尊

敬
語
・
謙
譲
語
・
丁
寧
語
に
分
け
て
も
、
説
明
に
役
立
た
な
い
。
そ
れ
で
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
「
敬
語
」
と
呼
ん
で
、
矛
盾
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
敬
語
」

の
と
ら
え
方
が
近
頃
変
わ
っ
て
き
た
。
敬
意
と
か
丁
寧
さ
を
表
す
方
法
が
、
違
っ
て
き
た
の
だ
。
以
下
で
個
別
例
を
説
明
す
る
。 

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
と
し
て
非
難
さ
れ
る
言
い
方
に
、
「
よ
ろ
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
」
が
あ
る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
、
入
る
と
す
ぐ
に

「
禁
煙
席
で
よ
ろ
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
。
座
っ
た
あ
と
だ
っ
た
ら
、
「
よ
ろ
し
か
っ
た
」
か
と
聞
か
れ
て
も
い
い
。
フ
ァ
ミ
リ
ー

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
は
、
注
文
を
と
っ
た
ら
最
後
に
確
認
す
る
。
そ
の
と
き
の
言
い
方
は
、
「
ご
注
文
は
以
上
で
よ
ろ
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
」
で
あ

る
。
こ
れ
を
接
客
表
現
全
体
に
応
用
し
た
の
だ
ろ
う
。 
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「
よ
ろ
し
か
っ
た
」
は
ど
う
し
て
拡
張
さ
れ
た
か
。
ぼ
か
し
表
現
の
一
種
と
い
う
説
明
が
あ
る
。
日
本
語
の
仮
定
表
現
で
、
「
も
し
明
日
で
よ
か
っ
た

ら
」
の
よ
う
に
、
未
来
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
過
去
形
に
あ
た
る
「
た
」
を
使
う
。
日
本
語
以
外
に
、
英
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ
語
な
ど
で
も
、
過
去

形
や
仮
定
形
・
条
件
形
な
ど
が
丁
寧
な
表
現
と
し
て
使
わ
れ
る
。
つ
ま
り
「
た
」
は
、
現
在
の
状
況
を
じ
か
に
示
す
の
で
な
く
、
完
了
し
た
か
の
よ
う
に

と
ら
え
て
、
丁
寧
さ
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
丁
寧
さ
起
源
説
で
あ
る
。
丁
寧
に
言
い
表
す
た
め
に
、
直
接
的
な
指
示
を
避
け
る
と
い
う
の

は
、
人
類
共
通
の 

ｅ

フ
ヘ
ン
的
な
心
理
的
傾
向
で
あ
る
。
全
国
に
拡
大
す
る
背
景
に
は
、
こ
れ
が
あ
て
は
ま
る
。 

 

方
言
起
源
説
も
あ
る
。
「
よ
ろ
し
か
っ
た
」
は
地
方
で
先
行
し
た
よ
う
で
、
名
古
屋
で
最
初
に
耳
に
し
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（1987

）

の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
「
よ
ろ
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
」
は
、
北
海
道
と
東
海
地
方
で
多
く
使
わ
れ
て
い
た
。
関
東
こ
と
に
東
京
付
近
に
は
遅
れ
て
入

っ
て
き
た
。 

 

北
海
道
に
多
い
の
は
、
東
北
や
北
海
道
で
「
た
」
の
用
法
が
共
通
語
よ
り
広
い
た
め
だ
。
こ
の
地
域
で
は
、
「
お
ば
ん
で
し
た
」
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
と
あ
い
さ
つ
す
る
し
、
電
話
を
か
け
て
名
乗
る
と
き
に
「
井
上
で
し
た
」
の
よ
う
に
言
う
。
そ
の
基
盤
と
し
て
、
東
北
地
方
で
は
、
よ
そ
の
家

を
訪
ね
て
、
「
井
上
さ
ん
い
た
か
」
と
声
を
か
け
る
。
本
人
が
奥
か
ら
「
あ
あ
、
い
た
い
た
」
と
言
い
な
が
ら
出
る
。
共
通
語
で
も
、
待
っ
て
い
た
バ
ス

が
遠
く
に
見
え
た
ら
「
来
た
来
た
」
と
言
う
。
英
語
国
民
は
、
「
バ
ス
が
来
つ
つ
あ
る
」
と
表
現
す
る
。
日
本
語
の
「
た
」
は
過
去
を
示
す
わ
け
で
は
な

い
。
期
待
し
て
い
た
こ
と
の
完
了
を
示
す
。
東
北
・
北
海
道
で
は
共
通
語
よ
り
さ
ら
に
用
法
を
発
展
さ
せ
て
い
る
。
⑶

こ
れ
が
背
景
に
あ
っ
て
、
北
日
本

で
「
よ
ろ
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
」
が
発
生
し
た
と
、
説
明
で
き
る
。 

 

某
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
で
は
「
よ
ろ
し
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
」
を
２
０
０
３
年
に
禁
止
し
た
。
別
に
料
理
の
味
が
変
わ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

イ
メ
ー
ジ
が
大
事
な
業
種
だ
か
ら
だ
。
さ
ほ
ど
イ
メ
ー
ジ
を
気
に
し
な
い
で
す
む
庶
民
と
し
て
は
、
「
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
」
で
十
分
で
あ
る
。
自
分

で
は
使
わ
な
い
ほ
う
が
い
い
が
、
使
う
人
が
い
て
も
、
①

大
目
に
見
よ
う
。 

「
こ
ち
ら
、
ご
注
文
の
ト
ー
ス
ト
に
な
り
ま
す
」
は
、
生
の
パ
ン
と
ト
ー
ス
タ
ー
を
客
の
テ
ー
ブ
ル
に
出
す
の
な
ら
、
正
し
い
言
い
方
で
あ
る
。
テ
ー

ブ
ル
の
上
で
ト
ー
ス
タ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
れ
ば
、
パ
ン
が
焼
け
て
、
「
お
お
、
ト
ー
ス
ト
に
な
っ
た
」
と
喜
べ
る
わ
け
だ
。 

 

た
だ
「
に
な
る
」
に
は
「
に
あ
た
る
」
と
い
う
用
法
も
あ
る
（
も
っ
と
も
手
元
の
辞
書
に
は
こ
の
用
法
は
載
っ
て
い
な
い
）
。
結
婚
式
で
の
紹
介
で

「
こ
ち
ら
の
方
が
お
じ
に
な
り
ま
す
」
の
よ
う
に
、
「
に
あ
た
る
」
の
意
味
で
使
う
。
別
に
結
婚
に
よ
っ
て
血
縁
関
係
が
変
わ
る
た
め
に
お
じ
に
「
な
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る
」
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
。
「
父
の
弟
、
私
の
叔
父
に
な
る
の
で
す
が
」
「
親
が
兄
弟
ど
う
し
だ
と
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
い
と
こ
に
な
る
わ
け
で
す

が
」
「
知
人
と
い
っ
て
も
い
ち
お
う
恩
師
に
な
る
の
か
な
」
な
ど
の
例
も
あ
る
。
こ
れ
は
「
変
化
す
る
」
で
は
な
く
、
「
に
あ
た
る
」
の
意
味
で
あ
る
。 

 
「
に
な
る
」
は
、
接
客
関
係
で
さ
ら
に
意
味
分
野
、
ｆ

テ
キ
ヨ
ウ
範
囲
を
拡
大
し
た
。
こ
の
言
い
回
し
は
、
「
で
あ
る
」
「
で
す
」
よ
り
も
、
柔
ら
か

い
言
い
方
だ
。
陣
内
（1998

）
は
「
に
な
り
ま
す
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
グ
ラ
フ
に
示
し
た
。
「
に
な
り
ま
す
」
は
す
べ
て
平
均
０
点
の
線
よ
り
上
で
、
「
丁

寧
」
「
好
感
が
も
て
る
」
「
柔
ら
か
い
」
な
ど
で
好
印
象
に
結
び
付
く
。
い
わ
ゆ
る
敬
語
と
違
っ
た
表
現
法
を
開
発
し
て
、
新
し
い
心
理
的
関
係
を
築
く

の
だ
。
こ
れ
が
進
出
の
理
由
だ
ろ
う
。
「
で
す
」
は
中
間
的
で
、
「
に
な
り
ま
す
」
と
逆
の
傾
向
を
示
し
、
「
シ
ン
プ
ル
」
で
あ
る
点
が
プ
ラ
ス
に
評
価

さ
れ
る
。
「
で
ご
ざ
い
ま
す
」
は
、
意
外
な
こ
と
に
「
丁
寧
」
と
「
好
感
が
も
て
る
」
以
外
は
、
平
均
０
点
の
線
よ
り
下
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
硬
く
て

機
械
的
で
②

仰
々
し
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
、
慇
懃

い

ん

ぎ

ん

無
礼
な
印
象
な
の
だ
ろ
う
。 

 

「
に
な
り
ま
す
」
は
「
で
す
」
な
ど
に
比
べ
る
と
、
直
接
断
定
す
る
感
じ
が
薄
れ
る
。
心
理
的
に
和
ら
げ
る
働
き
が
あ
り
、
一
種
の
ぼ
か
し
表
現
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
若
い
人
が
抱
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
「
に
な
り
ま
す
」
の
普
及
は
当
然
と
言
え
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
世
間
一
般
に
広
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
乱
用
し
な
い
ほ
う
が
い
い
。 

 

「
～
の
ほ
う
」
の
多
用
も
非
難
さ
れ
る
。
昔
、
訪
問
販
売
で
「
消
防
署
の
ほ
う
か
ら
来
ま
し
た
」
と
言
っ
て
消
火
器
を
売
り
つ
け
た
と
い
う
事
件
が
あ

っ
た
。
一
度
消
防
署
の
近
く
に
行
っ
て
か
ら
訪
問
す
れ
ば
、
う
そ
に
な
ら
な
い
。 

文
化
庁
（1997, 2003, 2014

）
で
は
「
お
会
計
の
ほ
う
、
１
万
円
に
な
り
ま
す
」
に
つ
い
て
聞
い
て
い
る
。
図
５-

１
参
照
。
３
回
の
調
査
結
果
の

違
い
が
大
き
く
、
「
気
に
な
る
」
が
き
れ
い
に
増
え
て
い
る
。
１
９
９
７
年
に
は
ど
の
年
代
で
も 

 

Ａ 
 

。
２
０
０
３
年
に
は
ベ
テ
ラ
ン
層
で
５
割

以
上
に
増
え
た
が
、
若
い
世
代
で
は
３
割
前
後
だ
っ
た
。
２
０
１
４
年
に
は
中
年
以
上
で 

 

Ｂ 
 

。
た
だ
し
20
代
以
下
の
若
い
人
は 

Ｃ
Ｃ 

 

。
世

の
中
で
使
う
人
が
増
え
て
い
る
の
で
「
気
に
な
る
」
も
増
え
る
の
だ
が
、
若
い
人
に
と
っ
て
は
よ
く
聞
く
の
で
当
た
り
前
に
ひ
び
く
の
だ
ろ
う
。
「
～
の

ほ
う
」
を
使
っ
て
い
る
若
い
人
た
ち
に
よ
る
と
、
直
接
指
さ
な
い
点
で
安
心
な
の
だ
そ
う
だ
。
ぼ
か
し
表
現
の
一
つ
で
あ
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
と
し
て

だ
け
で
な
く
、
世
間
一
般
に
広
が
っ
て
い
る
。
よ
く
聞
く
が
、
で
き
れ
ば
「
～
の
ほ
う
」
は
使
わ
な
い
ほ
う
が
い
い
。 

「
千
円
か
ら
お
預
か
り
し
ま
す
」
な
ど
は
お
か
し
い
と
言
わ
れ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
な
ど
で
使
わ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
１
９
８
０

年
代
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
か
ら
」
が
「
誤
用
」
な
の
か
、
ど
う
し
て
出
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
、
大
勢
の
人
が
論
じ
て
い
る
。 

20210202
8



 
 
 
国語 

 

                     

「生年実年代グラフ」の読み取り方：生年実年代（その人が生まれた年）によって並べた。回

答者の生まれた年代の中央値（例えば 40 代なら 44 歳とする）で生年を計算している。７年後

の調査なら７年離れた位置に線が描かれる。若い世代が右になる。20 代から 70 代までは 10 年

間隔だが、10 代（16 歳から 19 歳）は７年間隔で示した。この手法を使うと、数十年を隔てた

繰り返し調査の年齢差も忠実に示されるので、100 年近い期間の動きを観察できる。グラフの

線は、古い調査を濃い黒で示し、その後の調査は薄い色にした。なお、年齢層の「ベテラン層」

とは 50 代前後を指す。３回の調査の男女を１枚のグラフに入れたので６本の線が重なる。男Ｍ

を黒マーカー、女Ｆを白抜きマーカーで区別する。生年実年代で並べたので、同じコーホート

（cohort 同時出生集団）の人がのちの調査でどう変わったかもわかる。 
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文
化
庁
（1997, 2003, 2014

）
は
（
千
円
未
満
の
買
い
物
を
し
た
と
き
、
店
の
会
計
で
、
店
員
が
）
「
千
円
か
ら
（
お
預
か
り
し
ま
す
）
」
と
い
う

言
い
方
に
つ
い
て
、
聞
い
て
い
る
。
図
５-

２
を
見
よ
う
。
ほ
う
き
の
よ
う
に 

 

Ｄ 
 

で
線
が
広
が
る
。
「
気
に
な
る
」
の
割
合
は
、
戦
前
生
ま
れ
の

世
代
で
は
５
割
前
後
で
、
調
査
を
繰
り
返
し
て
も
動
か
な
い
。
こ
の
層
が
批
判
的
な
の
だ
。
し
か
し
１
９
７
０
年
代
以
降
に
生
ま
れ
た
人
は
不
可
解
な

線
を
描
く
。
１
９
９
７
年
報
告
の
10
代
に
は
気
に
な
る
人
が
７
割
ほ
ど
い
た
。
２
０
０
３
年
に
は 

 

Ｅ 
 

。
２
０
１
４
年
に
は 

 

Ｆ 
 

。 
別
の
グ
ラ
フ
に
よ
る
と
「
気
に
な
る
」
の
割
合
は
商
工
サ
ー
ビ
ス
業
に
目
立
つ
。
逆
の
「
気
に
な
ら
な
い
」
は
20
代
・
学
生
に
多
く
、
東
北
・
九
州
に

多
い
。
実
際
に
広
が
っ
て
、
話
題
に
の
ぼ
り
、
意
識
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

１
万
円
札
と
５
千
円
札
、
千
円
札
は
似
て
い
て
、
レ
ジ
で
混
乱
を
起
こ
し
た
。
見
え
る
よ
う
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
で
留
め
て
会
計
を
す
ま
せ
る
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
今
は
こ
と
ば
で
表
す
。
「
千
円 

お
預
か
り
し
ま
す
」
の
金
額
の
あ
と
に
何
か
助
詞
を
入
れ
る
な
ら
、
「
千
円
を
」
で
も
い
い
が
、
助
詞
「
か

ら
」
は
機
能
が
広
い
の
で
、
つ
り
銭
計
算
の
出
発
点
と
考
え
て
「
千
円
か
ら
」
を
使
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
れ
に
は
九
州
方
言
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
。
『
方
言
文
法
全
国
地
図
』

NO.
30
（
国
立
国
語
研
究
所
１
９
８
９
～
２
０
０
６
）
で
、
《
（
一
〇
〇
円
の
買

物
を
し
て
一
万
円
を
出
し
）
「
す
み
ま
せ
ん
が
、
一
万
円
で
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
う
と
き
の
「
一
万
円
で
お
願
い
し
ま
す
」
の
と
こ
ろ
は
ど
の
よ
う
に

言
い
ま
す
か
》
の
答
え
を
見
る
と
、
日
本
の
大
部
分
は
「
で
」
だ
が
、
九
州
各
地
と
山
口
県
で
「
か
ら
」
を
使
う
。 

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
の
「
千
円
か
ら
」
が
九
州
方
言
起
源
な
ら
話
が
面
白
い
が
、
確
証
が
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
助
詞
「
か
ら
」
の
用
法
拡
大
と
し
て
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
と
共
通
の
③

メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
今
で
は
「
千
円
い
た
だ
き
ま
す
」
と
言
わ
れ
る
と
、
「
お
つ
り
が
戻
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
」
と
、
は
ら
は
ら
す
る
。
こ
こ
ま
で
考
え
る
と
、
「
か
ら
」
を
禁
止
す
る
の
は
難
し
い
。 

ま
た
文
化
庁
（1997

）
に
よ
れ
ば
、
《
（
千
円
ち
ょ
う
ど
の
買
い
物
を
し
た
と
き
、
店
の
会
計
で
、
店
員
が
）
「
ち
ょ
う
ど
か
ら
お
預
か
り
し
ま
す
」
》

に
つ
い
て
は
、
「
気
に
な
ら
な
い
」
は
４
割
だ
っ
た
。
論
理
的
に
は
お
か
し
い
が
、
こ
と
ば
で
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
。 

商
業
で
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
は
昔
か
ら
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
の
丁
稚

で

っ

ち

奉
公
で
も
、
決
ま
り
文
句
を
覚
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
昔
の
遊
郭
、
江
戸
吉
原

よ

し

わ

ら

で

お
い
ら
ん
が
使
っ
て
い
た
「
あ
り
ん
す
こ
と
ば
」
も
、
地
方
出
身
の
遊
女
が
、
出
身
地
が
ば
れ
な
い
よ
う
に
身
に
つ
け
た
と
言
わ
れ
る
。 

 

デ
パ
ー
ト
で
は
、
さ
さ
や
か
な
言
語
政
策
と
し
て
、
昔
か
ら
こ
と
ば
に
気
を
つ
け
て
い
た
。
デ
パ
ー
ト
の
敬
語
は
、
案
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
「
ば
か
丁

寧
」
だ
が
、
店
員
に
も
応
用
の
き
く
言
い
方
を
指
導
し
て
い
た
。
典
型
は
、
「
お
買
い
得
に
な
っ
て
お
り
ま
す
」
と
か
「
お
徳
用
」
で
、
下
町
の
店
な
ら
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「
安
い
よ
」
と
言
う
と
こ
ろ
だ
。
同
様
に
航
空
会
社
の
客
室
乗
務
員
な
ど
も
敬
語
に
気
を
使
う
。
こ
と
ば
づ
か
い
が
接
待
の
一
つ
で
、
待
遇
の
段
階
を
示

す
か
ら
だ
。
よ
く
あ
る
接
客
場
面
で
は
、
使
い
こ
な
し
が
難
し
い
か
ら
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
が
普
及
し
た
。
し
か
し
コ
ン
ビ
ニ
敬
語
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が

狭
い
。 

 

様
々
な
若
い
人
が
一
時
的
に
働
く
コ
ン
ビ
ニ
の
敬
語
は
単
純
だ
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
は
、
最
低
限
の
敬
語
、
サ
バ
イ
バ
ル
の
敬
語
で
あ
る
。
コ
ン
ビ
ニ

や
ス
ー
パ
ー
の
店
員
が
習
得
す
る
敬
語
は
、
客
も
頻
繁
に
耳
に
す
る
。
だ
か
ら
世
の
中
で
話
題
に
な
り
や
す
い
の
だ
。
実
は
世
間
に
広
が
っ
て
い
る
言

い
方
も
含
ま
れ
る
の
で
、
⑷

濡
れ
衣
の
場
合
も
あ
る
。 

 

な
ぜ
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
が
気
に
な
る
の
か
、
考
え
よ
う
。
第
一
に
は
、
従
来
な
か
っ
た
言
い
方
だ
か
ら
だ
。
し
か
し
採
用
さ
れ
、
広
が
る
の
に
は
理
由

が
あ
る
は
ず
だ
。
良
さ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
広
が
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
の
実
例
を
み
る
と
、
ぼ
か
し
て
言
う
、
と
い
う
共
通
原
理
が
見
つ
か
る
。 

 

「
ぼ
か
し
表
現
・
あ
い
ま
い
表
現
」
が
日
本
語
で
は
よ
く
使
わ
れ
る
。
漠
然
と
し
た
言
い
方
を
す
る
の
は
、
古
来
の
（
ま
た
世
界
に
広
い
）
傾
向
で
、

相
手
へ
の
心
理
的
配
慮
の
表
現
で
あ
り
、
敬
語
の
様
々
な
面
に
表
れ
る
。
こ
れ
も
敬
語
・
待
遇
表
現
の
周
辺
部
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
昔
か
ら
量
り
売
り

の
と
き
に
は
「
り
ん
ご
三
つ
ほ
ど
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
よ
う
な
言
い
方
を
し
て
い
た
。
か
つ
て
「
一
応
学
生
や
っ
て
ま
す
」
「
～
な
ど
し
て
ま
す
」
「
お

茶
と
か
ど
う
？
」
の
よ
う
な
表
現
が
あ
っ
た
。
「
～
っ
ぽ
い
」
「
～
的
な
」
「
～
入
っ
て
る
」
「
好
き
、
か
も
」
な
ど
の
若
者
こ
と
ば
を
含
め
て
、
か
つ

て
騒
が
れ
た
。
こ
れ
も
、
⑸

ぼ
か
し
て
言
っ
て
、
相
手
に
単
刀
直
入
に
結
論
を
押
し
付
け
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
聞
き
手
に
配
慮
し
た
表
現
で
あ
る
。

敬
語
の
周
辺
部
に
あ
た
る
、
広
い
意
味
で
の
敬
意
表
現
・
待
遇
表
現
と
言
っ
て
い
い
。 

 

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
の
実
例
を
み
る
と
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
言
わ
な
い
と
い
う
共
通
原
理
が
見
つ
か
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
の
進
出
の
根
本
原
理
と
し
て
、

「
ト
イ
レ
の
名
前
と
敬
語
は
変
わ
り
や
す
い
」
と
言
え
る
。
ト
イ
レ
の
言
い
方
は
、
会
話
で
は
タ
ブ
ー
（
禁
忌
）
に
近
い
か
ら
、
新
し
い
も
の
に
変
わ

る
。
古
い
言
い
方
は
、
昔
の
「
便
所
」
の
臭
い
の
よ
う
に
文
字
ど
お
り
「
④

鼻
に
つ
い
て
」
、
す
た
れ
て
し
ま
う
。
「
雪
隠

せ

っ

ち

ん

」
「
御
不
浄
」
「
お
手
洗
い
」

「
化
粧
室
」
「
お
ト
イ
レ
」
な
ど
様
々
に
呼
ば
れ
た
。 

 

日
本
語
の
敬
語
の
起
源
も
タ
ブ
ー
に
基
づ
く
と
言
わ
れ
る
。
タ
ブ
ー
表
現
の
本
質
は
、
指
し
示
す
の
が
恐
れ
多
い
の
で
、
直
接
指
示
を
避
け
る
こ
と

に
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
「
あ
い
ま
い
表
現
・
ぼ
か
し
表
現
」
と
深
い
関
連
性
が
あ
る
。
古
代
敬
語
の
起
源
の
現
象
が
現
代
敬
語
の
最
先
端
に
も
働
い
て

い
る
の
だ
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
の
こ
と
ば
と
ト
イ
レ
を
一
緒
に
す
る
の
は
、
「 
〔 

 

Ｘ 
 

〕
一
緒
」
の
現
物
に
近
す
ぎ
る
が
。 
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第
５
章
を
ま
と
め
よ
う
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
は
、
最
近
コ
ン
ビ
ニ
や
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
チ
ェ
ー
ン
店
が
増
え
て
、
客
が
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
、
話
題
に
な
る
が
、
根
本
を
探
る
と
、
古
い
と
こ
ろ
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
に
は
、
発
生
と
普
及
の
理
由
が
あ
る
。

む
げ
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ほ
か
の
人
の
論
理
を
思
い
や
る
温
か
さ
、
受
け
入
れ
る
鷹
揚
さ
が
人
生
に
は
必
要
で
あ
る
。 

 

以
上
第
Ⅰ
部
で
は
、
い
わ
ゆ
る
敬
語
と
、
そ
の
周
辺
の
現
象
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
調
査
資
料
に
基
づ
い
て
、
論
じ
た
。
こ
と
ば
の
乱
れ
と
し
て
非
難

さ
れ
る
言
い
方
は
色
々
あ
る
。
そ
の
多
く
は
今
後
も
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
尊
敬
語
は
進
出
を
続
け
る
。
謙
譲
語
は
衰
え
て
「
て
い
た
だ
く
」
に
機
能

を
譲
り
、
丁
寧
語
は
使
い
分
け
が
細
か
く
な
る
。
一
方
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
に
よ
っ
て
、
表
現
の
画
一
化
が
進
む
。
「
乱
れ
」
は
い
ず
れ
「
変
化
」
と
位

置
付
け
ら
れ
る
。
こ
と
ば
は
常
に
変
化
す
る
。
我
々
は
そ
の
現
場
に
立
ち
会
っ
て
、
体
験
し
て
い
る
の
だ
。 

 

全
国
規
模
の
繰
り
返
し
世
論
調
査
を
年
齢
層
別
に
グ
ラ
フ
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
敬
語
使
用
に
つ
い
て
は
、
20
代
、
30
代
が
ピ
ー
ク
に
な
る
傾
向
が

確
か
め
ら
れ
た
。
10
代
は
敬
語
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
世
代
で
あ
る
。
ま
た
、
言
語
変
化
が
次
の
調
査
で
は
積
み
重
な
る
形
で
進
行
す
る
パ
タ
ー
ン
が
読
み
取

れ
た
。 

 

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
第
Ⅱ
部
で
は
、
敬
語
を
身
に
つ
け
る
時
期
は
生
涯
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
極
端
に
遅
い
こ
と
も
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
50
代

前
後
の
ベ
テ
ラ
ン
層
が
ピ
ー
ク
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

（
出
典 

井
上
史
雄
著
『
新
・
敬
語
論 

な
ぜ
「
乱
れ
る
」
の
か
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
新
書
）  

 

問
1 

文
中
の
二
重
傍
線
部
ａ
～
ｆ
に
相
当
す
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
～
エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。 

  

ａ 

ホ
キ
ョ
ウ 

 
 
 

ア 

ホ
ハ
バ
が
広
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ｂ 

キ
か
な
い 

 
 

ア 

処
方
さ
れ
た
薬
は
風
邪
に
よ
く
キ
く
。 

イ 

害
獣
を
ホ
カ
ク
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

イ 

彼
は
と
て
も
機
転
が
キ
く
。 

ウ 

生
命
ホ
ケ
ン
を
か
け
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ウ 

こ
の
映
画
は
大
変
な
評
判
だ
と
キ
く
。 

エ 

堤
防
を
ホ
シ
ュ
ウ
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

エ 

真
剣
に
講
義
を
キ
く
。 
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ｃ 

シ
キ
シ
ャ 

 
 
 

ア 

チ
シ
キ
欲
が
豊
富
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

ｄ 

ヒ
ョ
ウ
テ
キ 

 
 

ア 

本
の
ヒ
ョ
ウ
シ
を
め
く
る
。 

イ 

綺
麗
な
ケ
シ
キ
で
有
名
な
観
光
地
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

イ 

ト
ウ
ヒ
ョ
ウ
会
場
へ
行
く
。 

ウ 

大
き
な
ヤ
シ
キ
で
暮
ら
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ウ 

政
府
の
シ
ヒ
ョ
ウ
を
示
す
。 

エ 

ソ
シ
キ
の
一
員
と
し
て
活
躍
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

エ 

ヒ
ョ
ウ
カ
基
準
を
定
め
る
。 

  

ｅ 

フ
ヘ
ン 

 
 

 
 

ア 

ヘ
ン
シ
ュ
ウ
者
に
な
る
の
が
彼
の
夢
だ
。 

 

ｆ 

テ
キ
ヨ
ウ 

 
 
 

ア 

病
巣
が
テ
キ
シ
ュ
ツ
さ
れ
る
。 

イ 

諸
国
を
ヘ
ン
レ
キ
し
て
書
物
を
残
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

イ 

雨
漏
り
で
ス
イ
テ
キ
が
落
ち
て
き
た
。 

ウ 
ヘ
ン
ク
ツ
な
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

ウ 

こ
の
発
明
は
カ
ッ
キ
テ
キ
だ
。 

エ 
絵
画
の
才
能
の
ヘ
ン
リ
ン
が
う
か
が
え
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

エ 

リ
ー
ダ
ー
は
彼
が
テ
キ
ニ
ン
だ
。 

 

問
2 

波
線
部
①
～
④
の
本
文
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
～
エ
か
ら
一
つ
ず
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。 

 

①
「
大
目
に
見
よ
う
」 

 
 

ア 

見
逃
そ
う 

 
 

 
 

イ 

無
視
し
よ
う 

 
 

 

ウ 

注
目
し
よ
う 

 
 

エ 

敵
視
し
よ
う 

②
「
仰
々
し
い
」 

 
 

 
 

ア 

い
ん
ち
き
な 

 
 

 

イ 

大
げ
さ
な 

 
 

 
 

ウ 

無
意
味
な 

 
 

 

エ 

詳
細
な 

③
「
メ
カ
ニ
ズ
ム
」 

 
 

 

ア 

機
械 

 
 

 
 

 
 

イ 

決
ま
り 

 
 

 
 

 

ウ 

仕
組
み 

 
 

 
 

エ 

装
置 

④
「
鼻
に
つ
い
て
」 

 
 

 

ア 

う
っ
と
う
し
く
て 

 
イ 
ば
か
ば
か
し
く
て 

 

ウ 

つ
ま
ら
な
く
て 

 

エ 

下
品
で 

 

問
3 

傍
線
部
⑴
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
は
、
経
済
効
率
の
い
い
教
育
法
で
あ
る
」
と
い
え
る
の
は
な
ぜ
か
。
解
答
欄
に
合
う
よ
う
に
、
本
文
中
の
言
葉

を
用
い
て
三
十
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。 
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問
4 

傍
線
部
⑵
「
し
か
し
広
が
る
か
ら
に
は
心
理
的
理
由
が
あ
る
」
と
あ
る
が
、
筆
者
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
の
進
出
の
背
景
を
何
と
何
で
あ
る
と
説

明
し
て
い
る
か
。
解
答
欄
に
合
う
よ
う
に
、
本
文
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
文
字
以
内
で
抜
き
出
し
て
解
答
欄
に
記
せ
。 

 
問
5 
傍
線
部
⑶
「
こ
れ
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
解
答
欄
に
合
う
よ
う
に
、
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
六
十
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。
読
点
等
も
一

字
と
数
え
る
。 

 

問
6 

図
５-

１
、
図
５-

２
に
関
す
る
筆
者
の
記
述
部
分
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
よ
。 

 

Ⅰ 

図
５-

１
に
つ
い
て
記
述
し
た
文
章
の
空
欄 
 

Ａ 
 

～ 
 

Ｃ 
 

に
入
る
文
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
ア
～
エ
か
ら
一
つ

選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。 

 
 

 

ア 

Ａ 

５
割
前
後
で
、
少
な
か
っ
た 

 

Ｂ 

７
割
に
増
え
た 

 
 

Ｃ 

６
割
以
上
で
、
「
気
に
な
る
」
が
多
い 

イ 

Ａ 

３
割
前
後
で
、
少
な
か
っ
た 

 
Ｂ 

８
割
を
越
え
た 

 
 

Ｃ 

６
割
以
上
で
、
「
気
に
な
る
」
が
多
い 

ウ 

Ａ 

５
割
前
後
で
、
少
な
か
っ
た 

 

Ｂ 
８
割
を
越
え
た 

 
 

Ｃ 

４
割
以
下
で
、
「
気
に
な
る
」
が
少
な
い 

エ 

Ａ 

３
割
前
後
で
、
少
な
か
っ
た 

 

Ｂ 

７
割
に
増
え
た 

 
 

Ｃ 

４
割
以
下
で
、
「
気
に
な
る
」
が
少
な
い 

 

Ⅱ 

図
５-

２
に
つ
い
て
記
述
し
た
文
章
の
空
欄 

 

Ｄ 
 

～ 
 

Ｆ 
 

に
入
る
語
句
や
文
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
ア
～
エ
か

ら
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。 

 

ア 

Ｄ 

ベ
テ
ラ
ン
層 

 

Ｅ 

５
割
程
度
に
減
っ
た 

 

Ｆ 

３
割
ほ
ど
に
戻
っ
た 

イ 

Ｄ 

若
い
世
代 

 
 

Ｅ 

３
割
程
度
に
減
っ
た 

 

Ｆ 

５
割
ほ
ど
に
戻
っ
た 
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ウ 

Ｄ 

若
い
世
代 

 
 

Ｅ 

５
割
程
度
に
減
っ
た 

 

Ｆ 

３
割
ほ
ど
に
戻
っ
た 

エ 

Ｄ 

ベ
テ
ラ
ン
層 

 

Ｅ 

３
割
程
度
に
減
っ
た 

 

Ｆ 

５
割
ほ
ど
に
戻
っ
た 

 
Ⅲ 
Ⅰ
・
Ⅱ
の
分
析
結
果
に
基
づ
き
、
「
お
会
計
の
ほ
う
」
お
よ
び
「
千
円
か
ら
お
預
か
り
し
ま
す
」
と
い
う
表
現
の
使
用
に
つ
い
て
、
筆
者
は
ど
の

よ
う
な
結
論
を
述
べ
て
い
る
か
。
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。 

 

問
7 

傍
線
部
⑷
「
濡
れ
衣
」
と
い
え
る
の
は
な
ぜ
か
。
解
答
欄
に
合
う
よ
う
に
、
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
五
十
字
以
内
で
説
明
せ
よ
。 

 

問
8 

傍
線
部
⑸
「
ぼ
か
し
て
言
っ
て
、
相
手
に
単
刀
直
入
に
結
論
を
押
し
付
け
な
い
と
い
う
意
味
で
は
、
聞
き
手
に
配
慮
し
た
表
現
で
あ
る
」
に
つ

い
て
、
次
の
「
っ
ぽ
い
」
を
含
む
文
の
う
ち
、
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
「
ぼ
か
し
表
現
」
の
効
果
を
あ
ら
わ
す
文
に
当
て
は
ま
ら
な
い
、
、
も
の
を
、
ア
～

エ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。 

  
 

ア 

明
日
の
テ
ス
ト
は
難
し
い
っ
ぽ
い
か
ら
勉
強
し
た
ほ
う
が
い
い
。 

 

イ 

今
度
の
飲
み
会
に
は
社
長
も
来
る
っ
ぽ
い
。 

ウ 

姉
に
大
人
っ
ぽ
い
メ
イ
ク
の
し
か
た
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。 

 
 

 

エ 

今
日
は
一
日
中
い
い
天
気
っ
ぽ
い
。 

 

問
9 

空
欄
〔 

 

Ｘ 
 

〕
に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
せ
。 

 

 

ア 

ね
こ
も
し
ゃ
く
し
も 

 

イ 

お
い
も
わ
か
い
も 

 

ウ 

す
い
も
あ
ま
い
も 

 

エ 

み
そ
も
く
そ
も 

 

問
10 

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
に
つ
い
て
、
本
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
に
合
致
し
な
い

、
、
、
も
の
を
、
ア
～
オ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
記
号
を
解
答
欄
に
記
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せ
。 

 

ア 

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
は
ぼ
か
し
表
現
の
一
種
で
あ
り
、
相
手
へ
の
心
理
的
配
慮
を
表
す
広
い
意
味
で
の
敬
意
表
現
・
待
遇
表
現
に
あ
た
る
。 

 
イ 

マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
が
よ
く
使
わ
れ
る
地
域
は
あ
る
が
、
そ
の
地
域
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
の
起
源
で
あ
る
と
ま
で
は
断
言
で
き
な
い
。 

 
 

ウ 
ベ
テ
ラ
ン
層
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
を
「
気
に
な
る
」
と
答
え
て
批
判
す
る
が
、
若
い
人
は
ど
の
年
代
で
も
気
に
し
て
い
な
い
。 

 
 

エ 

商
業
に
お
け
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
敬
語
は
、
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
き
た
。
お
い
ら
ん
の
「
あ
り
ん
す
こ
と
ば
」
な
ど
も
そ
の
一
種
で
あ
る
。 

 
 

オ 

「
に
な
り
ま
す
」
は
「
で
す
」
に
比
べ
て
直
接
断
定
す
る
感
じ
が
薄
れ
、
和
ら
げ
の
効
果
が
あ
る
た
め
好
ん
で
用
い
ら
れ
る
。 
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